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第
二
十
条
の
三
見
出
し
中
「
通
知
書
」
を
「
通
知
書
等
」
に
改
め
、
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
工
場
又
は
」
を
削

り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
十
九
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
令
第
二
十
四
条
に
規
定

す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
性
能
が
法
第
四
十
三
条
の
十
の
二
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
査
に
関
し
、
そ
の
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
定
め
た
当
該
申
請
に
係
る
検
査
実
施
要
領
書
（
法
第
四
十
三
条
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条

削
除

第
二
十
四
条
見
出
し
中
「
合
併
」
の
下
に
「
及
び
分
割
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
合
併
の
認
可
」
を
「
合
併

又
は
分
割
の
認
可
」
に
改
め
、「
連
署
」
の
下
に「（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
署
名
）」を
加
え
、
同
項
第
三
号

中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
設
立
さ
れ
る
法
人
」
の
下
に
「
又
は
分
割
に
よ
り
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の

事
業
の
全
部
を
承
継
す
る
法
人
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
合
併
」
の
下
に
「
又
は
分

割
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
合
併
契
約
書
」
の
下
に
「
又
は
分
割
契
約
書
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
分
割
計
画
書
）」を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
合
併
の
当
事
者
の
一
方
が
」
を
「
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は

吸
収
分
割
に
よ
り
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
を
承
継
す
る
法
人
が
現
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
号
の
法

人
」
を
「
前
号
に
規
定
す
る
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」

に
改
め
、「
合
併
の
日
」
の
下
に
「
又
は
分
割
に
よ
り
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
の
全
部
を
承
継
す
る
法
人
の
分
割

の
日
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

第
二
十
四
条
第
二
項
第
四
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
設
立
さ
れ
る
法
人
」
の
下
に
「
又
は
分
割

に
よ
り
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
の
全
部
を
承
継
す
る
法
人
」
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

前
号
に
規
定
す
る
法
人
が
法
第
四
十
三
条
の
六
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
副
本
」
を
「
写
し
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
リ
]
@

中
「
最
高
燃
焼
度
」
を
「
燃
焼
度
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
ニ
か
ら
ヘ

ま
で
の
規
定
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
第
九
号
イ
中
「
第
三
十
五
条
の
二
の
第
一
項
各
号
」
を

「
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
評
価
を
実
施
し
た
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
解
体
又
は
廃
棄
後
十
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期
間
」
を
「
第
七
項
に
定
め
る
期
間
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「
第
三
十
五
条
の
二
の
第
二
項
第
一
号
」

を
「
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
評
価
を
実
施
し
た
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
解
体
又
は
廃
棄
後
十
年

が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
」
を
「
第
七
項
に
定
め
る
期
間
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
十
五
条
の
二
の
第
二
項
第

二
号
」
を
「
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
に
、「
計
画
の
対
象
と
な
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
解
体
又
は
廃

棄
後
十
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
」
を
「
第
七
項
に
定
め
る
期
間
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
号
中
「
工
場
又
は
事

業
所
」
を
「
事
業
所
」
に
改
め
、
同
号
イ
\
か
ら
a
ま
で
、
同
号
ロ
\
か
ら
`
ま
で
及
び
同
号
ハ
の
規
定
中
「
工
場

又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
六
号
ハ
」
の
下
に
「
、
第
九
号
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
中
「
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
以
下
「
保
安
活
動
」
と
い
う
。）を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、」を

「
規
定
に
よ
り
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
は
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
」
に
改
め
、「
保
安
活
動
」
の
下
に「（
第
二
十

九
条
か
ら
第
三
十
五
条
の
二
ま
で
に
規
定
す
る
措
置
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
五
第
二
号
中
「
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
」
を
「
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
令
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の

を
除
く
。）は
、
当
該
施
設
の
性
能
が
第
二
十
二
条
に
」
を
「
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
性
能
が
法
第
四
十
三
条
の
十

の
二
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
」
に
改
め
、「
つ
い
て
」
を
「
つ
い
て
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
、
非
常
用
電
源
装
置
」
を
削
る
。

第
三
十
五
条
の
二
中「（
法
第
四
十
三
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
あ
っ
た
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

第
三
十
六
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
か
ぎ
及
び
」
を

「
鍵
及
び
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
イ
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」に
改
め
、

同
項
第
二
十
三
号
リ
中
「
工
場
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
九
号
及
び
同
条
第
二
項
第
十
九
号
中
「
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
」
を
「
使
用
済
燃
料

を
貯
蔵
す
る
者
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
二
項
中
「
副
本
二
通
」
を
「
写
し
一
通
（
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
う
ち
令
第
六
十
三
条
第
一
項

の
表
第
四
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
係
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し

二
通
）」に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
正
本
及
び
副
本
各
一
通
」
を
「
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通
（
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の

う
ち
令
第
六
十
四
条
の
表
第
八
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
係
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、

正
本
一
通
及
び
写
し
二
通
）」に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
工
場
又
は
」
を
削
り
、
同
条
を
第
四
十
三
条
の
三
の
二
と
し
、
第
四
十
三

条
の
二
を
第
四
十
三
条
の
三
と
し
、
第
四
十
三
条
の
次
に
次
の
十
三
条
を
加
え
る
。

（
特
定
容
器
等
の
種
類
）

第
四
十
三
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
十
六
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
使
用
す
る
容
器
そ

の
他
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
係
る
器
具
の
う
ち
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
第
二
条
第
一

項
第
二
号
ハ
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
本
体
の
う
ち
、
金
属
製
の
乾
式
キ
ャ
ス
ク
と
す
る
。

（
型
式
証
明
の
申
請
）

第
四
十
三
条
の
二
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
十
六
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
容
器
等
の
型
式
の
設
計
に
つ

い
て
型
式
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

特
定
容
器
等
の
種
類

三

特
定
容
器
等
の
名
称
及
び
型
式

四

特
定
容
器
等
の
構
造
及
び
設
備

五

特
定
容
器
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
限
定
し
、
又
は
条
件
を
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

特
定
容
器
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
範
囲
又
は
条
件

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
容
器
等
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

二

特
定
容
器
等
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
説
明
書

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
二
十
六
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
容
器
等
の
型
式
の
設
計

に
つ
い
て
型
式
証
明
を
す
る
と
き
は
、
当
該
型
式
の
設
計
に
係
る
特
定
容
器
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲

を
限
定
し
、
又
は
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
型
式
証
明
の
変
更
）

第
四
十
三
条
の
二
の
三

法
第
四
十
三
条
の
二
十
六
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
容
器
等
の
型
式
の
設
計
に
つ

い
て
型
式
証
明
を
受
け
た
型
式
の
特
定
容
器
等
の
設
計
の
変
更
（
前
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事

項
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
の
内
容

三

変
更
の
理
由
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